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自治体としての課題と字幕利用の重
要性

甲斐市役所は他の自治体と同様に開かれ

た議会を目指しています。その中で聴覚障が

いを持つ方々の傍聴も増えており、手話通訳

者の帯同の有無に関わらずどのように支援で

きるかを検討していました。 

使いやすさと導入のしやすさ 

既に他社の音声認識サービスを導入して

いましたが、あまり庁内の評判が良くなく、

解決手段として音声認識は選択肢にありませ

んでした。しかし「ScribeAssist」の提案を受

けて、実際に試してみると音声認識精度も使

い勝手も非常に良く、導入を決意しました。

全庁でのシステム導入となると、各部局へ

のヒアリングや調整、セキュリティに関する

確認などが必要です。そのため大掛かりなプ

ロジェクトとなり、導入までには非常に時間

がかかります。しかし「ScribeAssist」は端末

ごとにオンプレミスで導入でき、かつ安価な

定額制ですぐに利用開始できたため検討コ

ストが極めて低かったのもポイントでした。 

情報保障だけではない効果も 

音声認識を活用し

議場にリアルタイムに

字幕を表示すれば、

議場の情報保障にな

るだけでなく、ふりが

なが振ってあるため子

供にも内容の理解が

しやすくなります。また、

議会中に万が一聞き

逃してしまっても、そ

の場で振り返りがしや

すいという効果も感じ
▲ ScribeAssist で議会の字幕をリアルタイムに表示

リアルタイムの字幕表示で 「開かれ
た議会」の実現に貢献 。先進的な
取り組みとして問い合わせも。
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聴覚障がいを持つ方の傍聴が増えており、どのように
支援できるのか苦慮していた
全庁でのシステム導入は大掛かりなプロジェクトとな
り導入までに時間がかかる
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ています。 

議会での字幕表示以外の活用も  

「ScribeAssist」は定額制であり、利用すれ

ばするほどコストパフォーマンスが上がるた

め、字幕表示以外での活用も検討しています。

例えば、議会当日から翌日に質疑の部分的

な情報開示を受けたような場合に活用できる

見込みです。

導入後、県内から複数の問い合わせあり  

この字幕利用の取り組みについては、県内から複数の問い合わせが

ありました。自治体間の互助の一環として、先進的な事例としての視

察も受け入れられれば喜ばしいと思っています。 
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株式会社アドバンスト・メディア

ScribeAssist（スクライブアシスト）は、音声録音からテキスト化、

編集、要約までをワンストップで実現する、AI音声認識で議事

録作成を自動化するアプリケーション。

スタンドアローン型アプリケーションなので、インターネット

接続の有無にかかわらず、いつでもどこでもご利用いただけます。

リアルタイム認識、ファイル認識の両方に対応しており、Web

会議のみならず、テレワーク、対面での会議や商談・打ち合わせ、

経営会議、セミナー・講演会、研修、インタビュー、面談など、様々

なシーンでの議事録作成業務の効率化を支援します。

ChatGPTと連携した自動要約機能も搭載し、議事録作成にかか

る手間を大幅に削減します。
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ばするほどコストパフォーマンスが上がるた
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な情報開示を受けたような場合に活用できる

見込みです。

導入後、県内から複数の問い合わせあり  

この字幕利用の取り組みについては、県内から複数の問い合わせが

ありました。自治体間の互助の一環として、先進的な事例としての視

察も受け入れられれば喜ばしいと思っています。 
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